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大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

令和７年度の「セカンドブック事業」が、町内の全小学
1年生（９９名）を対象に実施されました。
「セカンドブック事業」とは、町教育委員会と町家庭教育
支援チーム「つむぎたい」が実施するもので、新1年生を
対象に、図書館館長おススメの20冊の中から1冊を子ど
も達自身に選んでもらい、それをプレゼントするという取
り組みです。

1０月２７日（月）から３１日（金）の読書週間2025
に併せて、贈呈式が各小学校で行われました。贈呈式では、
家庭教育支援員が「自分だけの本を大切にして、本が好き
な人になってください」とメッセージを送りました。

プレゼントされた子ども達は、「本を待っていました」
とか「早く読みたい」とか自分だけの1冊に嬉しそうな笑
顔を見せていました。

（写真上：母間小学校 写真下：神之嶺小学校）

自分だけの1冊をプレゼント「徳之島町セカンドブック事業」を実施

子どもたちから「つむぎたい」へのお礼
状です！
感激しています。ありがとうございます

今年度、一番人気の絵本です！

（あらすじ等）

子どもが陥りやすい大ピン
チをピンチレベルの順に掲載
しています。大ピンチグラフで
６つの要素からその理由を解
明する。

きみの大ピンチの原因はな
んだろう？？？

第７7回人権週間
１２月４日～１０日は人権週間です。
人権週間は、昭和２３年１２月１０日の国連総会において「世界人権宣言」が
採択されたことを記念して国において定められたもので、今年で77回目とな
ります。

私達の社会には、部落差別をはじめとして、女性、子ども、高齢者、障害者、
外国人、性的指向及び性自認等に関する人権問題が依然として存在しており、
さらにインターネット上の誹謗中傷、感染症等に関する偏見や差別など様々な
人権問題が生じています。

これらの問題を解決するためには、私たち一人ひとりが人権問題を「自分自
身にも関わりのあること」として受け止め、身近な人権問題について関心を持
ち、正しく理解することが大切です。

全ての人の人権が尊重される社会づくりのため、この機会に、ぜひ皆さんも
あなたの身近なことから人権について考えてみましょう。



12月4日（木）家庭教育支援地域連絡会議

12月13日（土）町PTA連絡協議会研修会

12月14日（日）クリスマスフェスタ（図書館主催）

12月行事予定
家庭教育支援チーム「 」から一言

便利なスマホは上手に使おう

今や生活に欠かせないスマホ等は、使い方次第で
は子どもの健康への悪影響が出てきます。大人がス
マホ等を手放せない生活をしていると、子どももそ
れを真似します。
家族の皆でスマホ等を上手に使ってください。

12月のおはなしの時間 13日・27日

町地女連
活動報告

(20）

女性連 炊き出し訓練･AED講習へ参加！

10月18日に町地域福祉センターで防災意識の向上を目的に「炊き出し訓練・AED心肺
蘇生訓練」を実施しました。当日は40名参加し、非常時に役立つごはんの炊き方を学び
その後試食もしました。徳之島地区消防組合職員の指導の下、胸骨圧迫の方法やAED
の使用手順を体験。
今回の訓練を通して、地域の絆と防災意識が一層深まり、いざというときに役立つ貴重

な体験でした。今後も「地域は自分たちで守る」意識を持ち、定期的な訓練を継続していく
予定です！

（町地域女性連 副会長 中村理佐）

＜生涯学習推進大会・生涯学習フェア＞

期 日：令和8年1月18日（日）

13:00受付 13:30開会

会 場：町生涯学習センター２階ホール

講 師：環境省 徳之島管理官事務所

管理官 大谷 慧氏

演 題：「学び続けよう 世界遺産！」

町の生涯学習推進のため、講師に環境省徳
之島管理官事務所の大谷慧氏をお迎えして講
演会を開催します。

また、公民館講座受講者の活動成果の発表
の場である生涯学習フェアも
同時開催しますので、たくさんの
皆様のご来場お待ちしております！

町生涯学習推進大会及び町生涯学習フェア戦後80年特別展を開催中

本町母間出身の元小学校教諭有田義孝さん
が「二度と戦禍に巻き込まれないために今、
伝えておかなければならない」という思いで、
戦時下の徳之島について証言を聞き取り、そ
の内容を絵と文章で記録した特別展です。

会期：11月18日（火）～12月2５日（木）
会場：町生涯学習センター1階ロビー

多くの皆様のご来場をお待ちしております。
お問合せ：町誌編さん室82-2908

作品の一部


